
し 々 りょ う げ

蒸気機関車箇所別 ìrll 脂使用機準表

f吏
ii/ γ ピ パス弁 タ軸 A口-、 A口-ば必l心各小| 笠i 笠給発;迷自 自 給中 備フ ~ I* プ標t計点 }畠発そ俄

ス 礎 企ヌEに ヌ担、

| 給動 給動 レ 検出t コ
丹] ト

イ ヘ
ラ

ド 111 ねプ す l司 圧配7]ç 民 間 1 1 1同組 熱し i其l

リ γ

タtil提量
it 

t1 tt 

ト世; 片J1111 箇
気 俸

γ レ り紺i 和j 機緩 予 E; とiÙI 所 パ装 l ざベ ピ機控量ポ じコ
す三

タ 駆
ノよ リ 部 よ ト !ê うtE 装キ り
び ス

ヒ
. ロ ラ 動衝 防 ンで" 載装

ソ リリ チう
"'曻( 止用! 

FT 灯
先

~T! 中 ら金 類とンfEi ダソ プ タ
ピの

室t ダ1隊 弁締 i白 ン箱 分 1自 l機fと3軍)縮軸官出 JHIJH !日三_kI!l m

燃ガソリ γ 11 1 11 111 11111 1 1 ! 111 1 1 11 11 1111011 1 
料自灯油 1 1 1111 1 1 1 は上 101010111 1 
�u 洗じ よう 経治 1 1 11 1 1 1 1111 11111 1 

150 冷V;!!機 ìrtl

11 1 1 1 1

時01010 。1 1 1 11 1 o州0111
11111101 
111111 1 冬 J~Ji_旦合間

140 ターピ γ ìIh 1IIIIIIllJ non わ|

明開Jiril l~ スピンド Jレ ilh ||||| ||14 肝60 111 刺I illl 山1 Illlll__llij fTTl什
前 190 マ シン ill l 1 11 わ o|15oo副|阿01 !o平伸10。fTlO1 1_111 わ

280 マ γ'" �h 11 1 同01010 1 わe01 1 10111 111111 10 

れI 1
380 マ シン iill

J4Li鼎川 01 1 10111 

叫
||l||l|0 uJ切用

飽和1 '/リ γ Y �h 
過熱 シリソダ計h 0101111 
カッフ. グリース

グ

間
リ 空気 γ リンダグリー λ

1 I f，命ばねグリ ー ス
ス

コロ il~h グリース

その 1 軌条降耗防止 illl 111 1 1 1 
他業極 ìlh
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し 々 り ょ うキロ 車両キロ 一般には車両の走行キロをさす

が，国鉄では営業線路上を列車として迎行された国鉄所有の車

両および国鉄に11工籍編入された私有車両ならびに連絡運輸を行

う怠鉄所属車両の走行キロを意味し， 車両の運行作業量:を示す

指標と して運輸成績・経済計算日その他に使用され， 1 平 l 丙と

した現1ft数に走行距離(営業キロ)を乗じたもの。

このほかに各極車両の重量 10 t をもって l 両に換算した丙数

に走行距艇を深じた * 換算車両キロがある。

車両キロは旅客車キロ ・ 貨車キロ別，有賃・無賃別，局別 ・

大線別 ・ 荊11線別に計算し統計月 ・ 年報に発表されている。

1 旅客車キロ

有氏旅客車キロは客車によ って編成された客車キロ (特別急

行列車 ・ 普通急行列車 ・ 準急行列車 ・ f=~j通答率列車 ・ その他列

車連結別)および電車キロ (準急行電車列車 ・ 普通答電列車 ・ 荷

物電車列車連結別)， 気劃草キロ (普通客気動車列車 ・ 荷物気動

車列車連結別)に計算し， さらにこれを 1 等事 ・ 2 等1li ・ 3 等車 ・

その他車(荷物11i ・郵便事 ・ 食堂車 ・ その他車別)月IJに計 算し，

さらに特別 2 等車・寝台車( 2 等 ・ 3 等別)5)IJに内訳計 3~: されて

L 、る。

無賃旅客車キ ロはお召列車およびこれに準ずる臨時列車に連

結の客車，および験用列車 ・ 試運転列車 ・ 救援列車が客車によ

1 0 1 0 10わæ 111111 10 
1 1 1 111 111 j 11 
ITTO桝 1 111 11 1 
1 1 11 11 w 同| 11 1111 1 
1 1 1 111 1101111 叫山!11 1111 111111 
1 1 11 11 IJIIJ 

。1 1 11 1 1 1 
1 1 1111 111111 相同十

i見合用

111111  11 11 11 

ロである。

2 貨車キロ

有賃貸1t1キ ロは， 列車として巡行されたすべての貨車の走行

キロで， ß!t司王(小口扱事 . ljI扱事別)空llI5J IJに計算ーされている。

無賃貸事キロには鉄道経質 ・ 船時1:'経T{'{ ・ 自動車経費の運賃ま

たは料金を負担する貨111および事業用貨車 ・ 災 害l1ll災救じ 申つ

品無賃扱:t'Vlï . 私有貨車の試運転 ・ 検査修繕のための貨車の走

行キロを晋|上している。 (回中一郎)

し 伊 り ょう げんかい車両限界 (英)minimum rolling stock 

gauge 車両(積荷を含む)の断固の大きさに対する制限。車両

を安全に運転するためには，車両と線路に付随する建造物 ・ 抗i
設物との聞に相互に侵してならない区域が必要である。このた

め建造物 ・ 施設物に対する建築限界とともに車両限界が定めて

ある。

国鉄では昭和 4 年改正の建設規程でつぎのように定められて

いる(建設規程は明治 33 年に制定され， 大正 1 0 ・ 昭和 4 年に改

正され，現在はこれによ っ ているが， その後の技術の進歩に伴な

いさらに改正のため調査委員会が設けられ， 車両限界について

も現在審言集中である)。

車両は直線軌道上正位において図ー1 に示す車両限界外に出

てはならない。ただしタイヤの幅以内における車輸の部分， W

る組成であるとさ，および皇室用客車 ・ 事業用客車等の走行キ 止中に開閉する戸などでこれを開いた場合， 雪かき装置 ・ 郵使
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